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観ます 聴きます 話します

２０２２年度（令和４年度）

みんなの子育て広場活動報告

2023/1/27

２０２２年度 みんなの子育て広場活動状況 ①

１．保護者の学び（講演会）・・・・・・・・・・・・・・・・・３校
・防災クロスロード ・つぼみスクール
・はなまる学習会

２．保護者と子どもの学び（親子で学ぶ授業）・・・・・・・・２７校
・命の授業 ・性教育
・情報モラル教育 ・体験型防犯教室
・SDGｓ授業

３．保護者同士の交流を深める取り組み（情報交換会）・・・・・・8校
・給食試食会＆すごろくトーク ・交流会＆すごろくトーク
・授業参観＆すごろくトーク ・宿泊学習説明会＆すごろくトーク
・１年生保護者茶話会＆すごろくトーク
・ソフトバレーボール＆トークコミュニケ―ション

４．その他の取り組み・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４校
・夏休み相談会（相談会） ・五小祭り（体験活動）
・就学時健診時の持ち物展示、ミニ講話

2023/1/27

１．保護者の学び
（講演会）

２．保護者と子どもの学び
（親子で学ぶ授業）

３．保護者同士の交流を深める
（情報交換会）

防災クロスロード 体験型防犯教室 すごろくトーク

②

2023/1/27

１．保護者の学び（講演会） ③

（１）活動名 「防災クロスロード」（柏二小）

（２）目的

災害が発生した場合に自分はどう行動するかを考えること。また、

様々な意見や価値観を参加者同士で共有することで防災に対する意

識を高めること。

（３）講師 柏市防災安全課

（連絡先 04-7167-1115  防災担当）

2023/1/27
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例 題 ④

2023/1/27

防災クロスロードのポイント ⑤
①問題に対して自分はどうするかを考えること。

②他の人はどのような考えを持っているかを知ること。 ⇒ 防災意識を高める
③お互いの考えを伝え合うこと。

◎どちらが正しいかということではなく、どう行動するかを考えることが大切！！2023/1/27

２．保護者と子どもの学び（親子で学ぶ授業） ⑥

（１）活動名 「体験型防犯教室」 （富勢小）

（２）目的
子どもを犯罪による被害から守ること。

（３）講師 千葉県警察 「よくし隊レディ おあぼーし」

（連絡先 043-201-0110)

2023/1/27

《講話》車に乗せられそうになったら？ ⑦
「いかのおすし」とは？

《実技》後ろから抱きつかれた時どう逃げる？2023/1/27
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《体験活動》 ⑧
塀（へい）の近くを歩く時の注意は？
公園にはどんな危険が潜んでいるか？

誘拐犯に捕まりそうになった場合の逃げ方は？

2023/1/27

３．保護者同士の繋がりを深める取り組み（情報交換会）

（１）活動名 給食試食会＆すごろくトーク
（富勢西小 豊小 高田小）

（２）目的
・「すごろくトーク」をとおして保護者同士がコミュニケーション

をとり、繋がりを深める。
・保護者同士が情報を交換したり、学んだりする機会をもつ。

（３）進行役 生涯学習課 または 保護者の皆さん（先生方）

⑨

2023/1/27

・4人くらいで進めると一人一人が話をする機会も多く適切。 ⑩
・校長先生等，先生方も話の輪の中に加わると話が広がる。

2023/1/27

◎すごろくトーク
ゴールをめざすというよりは、同じグループの方々とコミュニケーションを深めることが目的。

＊時間は２０分位あれば大
丈夫。

＊時間があれば，グループ
のメンバーをかえること
も可能。

＊お題は，変更することが
できる。

＊進め方を少しアレンジし
て、サイコロを振った人が
お題に答えるだけでなく、
グループのみなさんにも同
じお題について答えてもら
い、話を広げる。

＊グループの中に進行役
（ファシリテーター役）を
置くと話が盛り上がる。

⑪

2023/1/27
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みんなの子育て広場 ⑫

学校・家庭・地域の連携による支援委員会を中心として

１．保護者の学び
（講演会）

２．保護者と子どもの学び
（親子で学ぶ授業）

３．保護者同士の交流を深める
（情報交換会）

◎保護者の不安や悩みの解消
◎保護者同士の仲間づくり

2023/1/27

１．保護者の学び（講演会）
活動名 「防災クロスロード」（柏二小）

（１）目的

災害が発生した場合に自分はどう行動するかを考えること。また、様々な意見や価値観を

参加者同士で共有することで防災に対する意識を高めること。

（２）講師 柏市防災安全課（連絡先 04-7167-1115  防災担当）

（３）講座の時間 1時間程度

（４）費用 無料

（５）講座の進め方

①グループを編成する。

②出された問題に対してyesかnoか一人で考える。

③一人一人が自分の考えをグループ内で発表する。

④グループ内で出された考えを代表が全体の場で発表する。

（６）感想

・時間設定が１時間なので参加しやすい。

・真剣な問題を考えながらも、グループ内でコミュニケーションがとれ、よい雰囲気であった。

・家族の避難場所を決めるなど災害に向けての対応を確認することや物の準備を進め

ることの必要性を肝に銘じた。2023/1/27

２．保護者と子どもの学び（親子で学ぶ授業）

活動名 「体験型防犯教室」 （富勢小）

（１）目的
子どもを犯罪による被害から守ること。

（２）講師 千葉県警察 「よくし隊レディ おあぼーし」（女性警官を中心に結成）
（連絡先 043-201-0110)

（３）活動内容
①対象学年 全学年
②時間 各学年 ４５分（クラスごとに各指導場面を体験しながらまわる。）
③費用 無料
④講座の流れ
・講話 「車に乗せられそうになった場合の対応の仕方」

「≪いかのおすし≫の確認」「後ろから抱きつかれる場合等の対応」実技を交えて
・体験活動（塀の脇を歩く・公園での危険・誘拐犯に捕まりそうになった時の対応 等）

（４）感想
・体験的な活動を取り入れた指導は、実際の場面に結びつけることができ効果的である。
・当日、オンラインで参加できるようにしたことは保護者にとってよかった。2023/1/27

３．保護者同士の繋がりを深める取り組み（情報交換会）

活動名 給食試食会＆すごろくトーク （富勢西小 豊小 高田小）

（１）目的
・「すごろくトーク」をとおして保護者同士がコミュニケ―ションをとり、繋がりを深める。
・保護者同士が情報を交換したり、学んだりする機会をもつ。

（２）進行役 生涯学習課 または 保護者の皆さん（先生方）
（３）対象者 給食試食会参加者
（４）時間 ２０分～４０分程度
（５）進め方 準備するもの

「さいころ」「マス」「駒（付箋紙）」・・・生涯学習課で用意できる。
①グループをつくる。（３人～４人位が適当）
②サイコロを振る順番を決め、始める。
③駒が止まったマスに書かれているお題を読み、答える。
＊以上のことを繰り返す。グループをかえてもう１回（２０分位）やることもできる。

（６）感想
・交流のなかった方と話をする機会をもつことができよかった。
・話が弾み、笑顔が広がっていた。楽しいひと時にすることができた。
・給食試食会などの行事と合わせて実施することは、とてもよい方法である。2023/1/27


